











































































































































































科学委員会（International Arctic Science Committee: IASC）を設立。さらに，
翌 89 年になると，フィンランドの提唱による「北極環境保護戦略（Arctic 















を展開。当時ノルウェー外相であったストルテンベルグが，1992 年 3 月に
このバレンツ地域協力構想について，当時のロシア外相コズイレフに打診し





































































94 年にスウェーデン，95 年にフィンランド，96 年にロシア，98 年にスウェ
ーデン，99 年にノルウェー，2000 年にフィンランド 2001，年にロシアがそ
れぞれ担当し，毎年外相会議であるバレンツ評議会を開催してきている。ち
なみに，2013 年から 2015 年までの任期はフィンランドが BEAC議長を担当
している。
　BEACのひとつの特色は，中央レベル（閣僚レベル）のバレンツ評議会と























課題であった。この点についてはすでに，1990 年 9 月，ノルウェー政府は
当時の CSCE（欧州安全保障協力会議）プロセスの一環として，独自にコラ
半島におけるソ連の軍事演習の査察を要請し，受諾された経緯がある。ま
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